
平成１５年度ダイオキシン類対策特別措置法に基づく 

事業者による自主測定結果について 

 

 

「ダイオキシン類対策特別措置法」（以下「法」という。）第２８条の規定に基づき、廃

棄物焼却炉等の特定施設の設置者によるダイオキシン類の汚染状況の測定（自主測定）結

果をとりまとめましたので、その概要を下記のとおり公表します。 

 

記 

１ 自主測定に係る報告状況 

  平成１６年３月３１日までに報告された自主測定に係る報告の状況は、次表

のとおり。 

（１） 対象報告期間：平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日 

（２） 報告対象施設数、報告数、未報告数、測定結果 

区     分 排出ガス 排出水 ばいじん 焼却灰 

報告対象施設数 ２１７ ５６ １１９ １６２ 

報告数 ２１４ ５６ １１９ １６０ 

未報告数 ３ ０ ０ ２ 

基準適合施設数 ２１０ ５６ － － 

基準不適合施設数 ４ ０ （１１）※ （４）※ 

ダイオキシン類 

濃度範囲 

（単位） (ng-TEQ/m3N) (pg-TEQ/L) (ng-TEQ/g) (ng-TEQ/g) 

最小値～最大値 0～48 0.00011～4.1 0～150 0～35 

平均値 1.48 0.68 2.55 0.66 

中央値 0.11 0.039 0.38 0.012 

（注）１報告対象及び報告数は、施設の数（炉の数等）を示す。 

   ２報告対象施設数は、届出施設数から休止中、建設中等の施設数を除いている。 

   ３※３ ng-TEQ/gを超えて特別管理産業廃棄物に該当する施設数。 

   ４施設別の排出基準適合状況等の詳細は、別紙のとおり。 

 

 

２ 測定結果 

 （１）排出ガス及び排出水における排出基準の適合状況 

   排出ガスは２１０施設が基準に適合し、４施設（いずれも廃棄物焼却炉）が不適合で、

排出水は５６施設全てが、排出基準に適合していた。 

   なお、排出ガス基準不適合の４施設は、結果の報告を受けた後、直ちに施設の使用停

止を指導し、法又は廃棄物処理法に基づき行政指導又は改善命令等を実施した。 



   基準超過施設は、現在までに、１施設は施設改善を実施して自主測定を行った結果、

基準適合（0.47 ng-TEQ/m3N）、３施設は施設の使用を停止し、改善方法を検討中であ

る。 

（２）ばいじん、焼却灰の特別管理産業廃棄物該当状況 

  ばいじんが１１施設、焼却灰が４施設で特別管理産業廃棄物に該当する濃度であった

ので、適正な保管及び基準に基づく処分について指導・確認を行った。 

 

３ 未報告者に対する対応 

 未報告者に対しては、文書等により、測定及び結果報告の指導をした結果、現在までに

測定結果の報告等の措置が取られている。 
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